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KONAN INFINITY は全学投票によって決めた、ワンワードです。 

 

地域連携教育の推進 ― 甲南大学の新機軸（７）― 
 

 人と人のつながりや地域コミュニティの重要性が再認識されるなか、

甲南大学は 2011 年、地域連携の拠点として甲南大学地域連

携センター（Konan Regional Liaison Center）を開設しました。こ

の KOREC（コレック）の活動実績をもとに、甲南大学ではボラン

ティアや地域連携の教育プログラムの開発に取り組んでいます。 

 

ボランティア実践講座「子どもサポーターコース」 

毎年 9 月に東灘区社会福祉協議会の主催で、甲南大学を会場とし「東灘区じどうかんジャンボリー」が実施されていま

す。この行事には児童福祉研究会をはじめとする学生がボランティアとして関わってきました。このような学生にボランティア

の教育プログラムを提供することを目的として、2014 年に東灘区社会福祉協議会との共催で「ボランティア実践講座：子ど

もサポーターコース」を実施しました。このプログラムは、学生ボランティアが「遊びのブース」を運営することを目指し、子ど

もとの接し方を学び、企画を練り上げるものです。2015年度は主催団体に甲南女子大学を加え、近隣の複数大学の学生

がプログラムに参加しています。 

街をキャンパスに ― 岡本商店街との地域連携協定 ― 

 甲南大学の最寄り駅である JR 摂津本山駅と阪急岡本駅を中心に岡本商店街が広がっ

ています。本学は開学以来、岡本の街とともに歩んできました。こうした経緯から、2015 年

3 月、岡本商店街振興組合と本学との間で、「学生が街を学びの場とし社会に貢献できる人

物として育つこと、および学生の学び育つ街として地域が活性化すること」を目的とした包

括協定を結びました。「街をキャンパスに」して学生を育てる取り組みが始まっています。 

地域連携支援プロジェクト 

 甲南大学プレミア・プロジェクトの一環として、「地域連携支援プロジェクト」を実施してい

ます。本学の学生・大学院生・留学生によるグループを対象に、「地域課題解決」「地域活

性化」などを目的とした学生主体のプロジェクトの支援をおこなうものです。プロジェクトを通じ

て、学生が大学での学びを実践し、地域貢献活動をおこないます。これが、様々な経験を

得ることだけでなく、地域の一員としての自覚を育む機会となります。 

2015年度は、学生の2団体、「歴らぼ地図班 ～篠山プロジェクト～」と「ふれあいまつり

2015 in 甲南大学 および 子育て応援ブック作成プロジェクト」が採択されました。 

地域連携教育を正課の授業へ 

 甲南大学では、上記のような取り組みや環境整備を踏まえ、地域連携教育を正課の授

業として整備することを目指し、準備を進めています。学部での専門だけでなく、ボランテ

ィアや地域連携を通して多くを学ぶことで、社会人として必要な資質が身につきます。 


